
計画 平成２７年　４月　１日　策定

平成２８年　４月　１日　修正

成果報告 令和元年　５月３１日　報告

補助金等の名称

予算科目 款 2 項 1 目 12

予算事業名

実施計画の位置づけ

補助金分類

国県補助の状況 千円

交付先

支出根拠規定

補助の目的

補助の効果

補助対象事業の
具体的内容

対象経費及び補助率

補助金額の根拠

備考

1/2を超えて補助、設
立5年を超えて運営費
補助する理由

その他

補助期間

一般会計
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担当課 危機管理室

平成２２年度の震災による佐倉市被災者住宅再建資金利子補給補助金

金融機関からの借入額の利息分

災害救援体制整備事業

災害時の総合的な支援体制を確立いたします。

国付 ・ 県付 ・ 国直接 ・ 県直接 ・ 国県補助なし

次の全てに該当する被災者等。
１．震災により罹災していることの証明を佐倉市長から受けた住宅（以下「被災住宅」という。）を自己又は親族が所
有する者で、震災発生時に自己又は親族が当該被災住宅に居住していた者
２．被災住宅に代わる住宅の建設若しくは購入を佐倉市内で行う者、又は佐倉市内の被災住宅の補修を行う者
３．住宅再建資金について、平成23年3月11日以降に金銭消費貸借契約を金融機関と締結し、平成30年3月31日
までに融資の実行を受けた者
４．利子補給を受けようとする融資について、同様の利子補給を他から受けていない人又は他から受けようとして
いない者

佐倉市災害対策条例、佐倉市災害予防対策事業補助金等交付規則、平成２２年度の震災
による佐倉市被災者住宅再建資金利子補給補助金交付要綱

当該補助金を交付することにより、平成２２年度の震災により、住宅に損害を被った者の住
宅復興を促進させることを目的とする。

平成２２年度の震災により住宅に損害を被った者の住宅復興を促進する。

平成２２年度の震災による住宅復興において、住宅再建資金に係る借入金に対し、支払っ
た利子への利子補給事業。

○補助対象経費　住宅再建資金に係る借入金（１００万円以上、上限５００万円）に対し支
払った利子
○補助金の交付の対象となる期間　借入金に係る利子の支払開始日から５年を限度（無利
子期間又は利子支払の猶予期間等がある場合は、当該期間を含む。）
○補助金の額等　補助金の額は、１月１日から１２月３１日までの期間における利子補給対
象借入金について月単位で算定した借入残高の年利３％又は融資利率のいずれか低い方
に相当する金額。

平成２７年　４月　１日～令和２年　３月３１日



補助金等の名称

計画期間終了後の
最終的な目標値

計画期間終了後の
最終的な成果値
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担当課 危機管理室

平成27年度

平成２２年度の震災による佐倉市被災者住宅再建資金利子補給補助金

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

1,600 40件 1,449
利子補給補助金
　36件（1,448,327円）

成果達成状況の分析と今後の方策

千葉県の補助事業でも期間５年であり、今後も一定の申請件数が見込まれる。また被害の
状況に応じた、被災者支援は今後も行う必要がある。

1,600 40件 1,338
利子補給補助金
　35件（1,338,208円）

40件 795
利子補給補助金
　28件（794,701円）

成果達成状況の分析と今後の方策

千葉県の補助事業でも期間５年であり、今後も一定の申請件数が見込まれる。また被害の
状況に応じた、被災者支援は今後も行う必要がある。

被災者への支援　４０件

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

1,600 40件

各年度成果値

1,600 40件 322
利子補給補助金
　10件（322,277円）

成果達成状況の分析と今後の方策

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

計画額
〔千円〕

1,600

成果達成状況の分析と今後の方策

千葉県の補助事業でも期間５年であり、今後も一定の申請件数が見込まれる。また被害の
状況に応じた、被災者支援は今後も行う必要がある。

成果達成状況の分析と今後の方策

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕


